
［成果情報名］気化冷却高設ベンチの送風システム改良による四季成り性イチゴの収量向上技術 

［要約］二槽ハンモック気化冷却ベンチに付加する送風システムを改良することで、培地温

が低下し、四季成り性イチゴ「なつあかり」「デコルージュ」「サマーティアラ」は可販果

収量が増加する。 
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［背景・ねらい］ 

夏秋どりイチゴの栽培では、高温期の生育や収量の低下が問題となっているため、培地

温度等を低下させる「二槽ハンモック式気化冷却高設ベンチ」を開発したが、2007 年度に

送風システムを付加し、効果を高める技術を開発した。本技術では、この既存技術を基本

に、ベンチサイドの導風シートの設置方法等に改良を加えた送風システムが、培地の昇温

防止及び四季成り性イチゴ「なつあかり」「デコルージュ」「サマーティアラ」の収量性に

及ぼす効果を検討する。  

［成果の内容・特徴］ 

１．改良した送風システム（以下、改良送風システムとする）は、既存の送風システム（2007

年度）を活用し、送風ダクトチューブを地表面に設置し、送風ダクトチューブの上面か

ら受水槽の下面までの高さに導風シート（幅 40cm）を設置する（図１）。 

２．改良送風システムを付加した培地の温度は、送風システムを付加しない場合と比べ、

日中最大で約 1.5℃低下させることができる（図２、図３）。 

３．改良送風システムを付加すると、「なつあかり」「デコルージュ」「サマーティアラ」

では、累積花房数と１果重が増加し、可販果収量が増加する（表１）。 

４．改良送風システムを付加した気化冷却高設ベンチは、春定植体系（データ省略）、当年

苗体系においても培地温低下と増収の効果がみられる。 

[成果の活用面・留意点］ 

１．改良送風システムを付加すると、気化作用の促進および花房数増加等による生育量増

大のため、給液量はシステムを付加しない場合と比べ、10～30％増加する。 

２．改良送風システムでは、24 時間タイマーにより送風時間を 7 時～19 時、電子サーモに

より草高付近の温度が 25℃以上で稼動するように設定した。 

３．送風ダクトチューブと送風機はハウス床面に直接設置するため、既存の送風システム

に比べて設置作業が容易である。また、導風シートの設置も、ベンチ脚に直接取り付け

ることができるため、設置作業が容易である。 

４．高設ベンチの詳細は平成 17 年度東北農業研究成果情報「寒冷地イチゴ夏秋どり栽培に

適応する二槽ハンモック方式の気化冷却ベンチ」を参照のこと。 

５．送風システムの送風機の仕様は 100Ｖ・50Ｗで、風量は 50ｍ3/50ｍ/分の機種を使用し

た。また、送風ダクトチューブは直径 30cm で、送風孔は 10～20ｃｍ2/ｍとなるよう加

工した。詳細は平成 19 年度東北農業研究成果情報「夏秋どりイチゴの増収・高品質化

に役立つ二槽ハンモック気化冷却ベンチにおける送風システム」を参照のこと。 

６．二槽ハンモック気化冷却ベンチを利用するにあたっては、特許権実施許諾契約の締結

が必要である。なお、特許に関する問い合わせ先は、山形県農業総合研究センター研究

企画部（TEL 023-647-3500）である。 

 



表１ 改良送風システムが収量に及ぼす影響（2010 年度） 
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図１ 改良送風システムの概要 
 

図２ 改良送風システムが日中の培地温
に及ぼす影響 

  （調査日：2010 年 8 月 5 日） 
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図３ 改良送風システムが夏季の培地温

（最高温度）に及ぼす影響 
（調査期間：2010 年 7 月 1 日～9 月 10 日） 
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